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新型コロナウイルス感染症の５類移行を機に、本会事業や地域での福祉活動も

コロナ禍前に戻りつつあります。また、７月の県内大雨災害、１月の能登半島地

震と災害が続き、日頃からの防災意識や互いに助け合える家族や地域でのつなが

りの大切さといった意識の高まりが感じられる年でもありました。 

しかし、ひとり暮らし高齢者を含む単独世帯は年々増加しており、身近に頼れ

る家族がおらず、相談できずに孤立・孤独状態にある人が社会問題として深刻化

しています。本町でも福祉委員による見守り訪問活動件数は年々増加しており、

安否確認だけでなく、福祉課題の早期発見、地域サロンへのお誘いや様々な社会

参加の場の案内等、民生委員・児童委員と連携した孤立を防ぐ活動が身近な地域

で行われています。 

また、本会職員による全行政区訪問で把握した地域課題は、買い物や移動に関

する話が多く、関心が高いテーマであることがわかりました。他にも地域行事や

サロン等に男性参加が少ないという課題がありました。高齢者の移動支援につい

ては、移動用ワゴン車の活用も周知し、新規に取り組む地域へのバックアップを

行い、新たに２地区で開始され取り組みは町内で広がりつつあります。 

このような地域活動は、今まで「行政区福祉会」を中心に推進していましたが

課題の多様化、地域の担い手不足により「行政区福祉会」だけに負荷をかけない、

社会全体で支え合う地域づくりをすすめるため、ボランティア講座による新たな

担い手の養成を始め、社会資源の発掘・連携・協働をさらに推進しました。 

６団体が参画している福祉センターを拠点とした住民の居場所づくり「すいす

いクラブ」は、参加者が子どもから高齢者、障害のある人と１０００人を超え、

町内での社会参加の場として徐々に定着してきています。地域活動とあわせて、

町全体で社会参加を促し、健康づくりと孤立・孤独を防ぐ取り組みを推進するこ

とに努めました。 

５年度はこのような活動を展開することで、本会が多様な組織・関係者をつな

ぎ、地域生活課題の解決に向けた「みんなの力で人にやさしい地域づくり」を実

践しました。 

事業の概要 
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１ 地域福祉の意識づくりと人権意識の普及・啓発  

○重地域福祉をすすめるふくし学習推進事業 

町内施設の福祉教育推進員、社会福祉法人連絡会、ボランティア団体、民生

委員・児童委員、福祉委員など、多様な協力者と連携することにより、新たに

防災と地域での福祉活動、小さなこどもの理解などのプログラムに取り組むこ

とができました。 

また、ふくし学習を実施後、小学校の参観日に学習発表が行われ、保護者に

も間接的に福祉意識を広めたり、中学生が能登半島地震街頭募金に自主的に参

加するなど、学習の広がりを見ることができました。 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

①認知症高齢者へ

の声かけ体験（キ

ャラバンメイトと

の連携） 

 

②パラスポーツを

通じた障がい者理

解（福祉施設との

連携） 

 

※ふくし学習全体

について記載 

 

＜新宮小３年 162人＞ 

○５月１６日２４日 

○６月６日８日 

○６月２１日２２日 

○６月２７日２９日 

＜新宮小４年 161人＞ 

○１０月１６日 

 

○１０月２６日 

○１１月８日 

 

＜新宮東小４年 137人＞ 

○９月２８日２９日 

○１０月１３日 

 

 

○１０月１９日 

 

○１０月２７日 

 

○福祉センター見学 

○福岡コロニー見学 

○車いす体験 

○パラスポーツ交流 

 

○手話体験、年をとるってどん

なこと、小さなこどもの特徴 

○バルーンアート 

○サロン交流、保育園交流、聴

覚障がい者交流 

 

○福祉センター見学 

○アイマスク体験、手話体験、

年をとるってどんなこと、障が

い者施設の話 

○車いす体験、手話体験、高齢

者疑似体験 

○パラスポーツ交流、手話体験、

基本目標１ お互いの人権を尊重し、ともに支え合う地域づくり 
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＜新宮北小３年 156人＞ 

○９月１３日２１日 

２２日 

○９月２６日２８日 

○１１月１３日１４日 

＜新宮北小４年＞ 

○１０月３０日 

 

 

○１１月１６日 

 

 

＜立花小４年 23人＞ 

○１月２５日 

○２月８日 

＜新宮中１年 40人＞ 

○１０月２日 

 

＜新宮東中２年 144人＞ 

○９月１日 

 

 

○９月６日７日 

サロン交流 

 

○福祉センター見学 

 

○車いす体験 

○パラスポーツ交流 

 

○手話体験、アイマスク体験、

年をとるってどんなこと、小さ

なこどもの特徴 

○聴覚障がい者との交流、視覚

障がい者との交流、サロン交流、

保育園交流 

 

○年をとるってどんなこと 

○パラスポーツ交流 

 

○パラスポーツ交流、子育てサ

ロン交流、生徒企画による交流 

 

○民生委員・児童委員・福祉委

員との行政区別意見交換 

（テーマ：防災と地域福祉） 

○車いす・パラスポーツ体験、

傾聴ボランティア体験、手話体

験、認知症サポーター養成講座 

③ボランティア・ 

福祉団体と連携し

たまつり新宮、夏

休み期間等でのふ

くし体験の場の支

援 

○８月１日 （６人） 

○８月２日 （９人） 

○８月２日 （７人） 

○８月３日（１１人） 

○８月２３日（３人） 

○海苔を使った料理を作ろう 

○バルーンアートをやってみよう 

○脳トレにもなるあそびの場 

○手話をやってみよう 

○聴き上手なカフェへ行こう 

④町内小中高等学 

校、特別支援学校

を社会福祉協力校

に指定 

○６月２６日 〇社会福祉協力校指定１０校 

・各学校から令和５年度事業の

取り組みについて説明 

・情報提供、助成金の交付 
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⑤ゲストティーチ

ャー（ＧＴ）・社会

福祉協力校情報交

換会（年２回） 

○６月２６日 

 

 

 

○２月２９日 

 

〇社会福祉協力校情報交換会 

・各学校から事業の取り組みに

ついて説明 

・情報提供、助成金の交付 

○社会福祉協力校・ゲストティ

ーチャー情報交換会 

・グループ別情報交換 

 テーマ「児童・生徒の福祉学

習をすすめるために学校とゲス

トティーチャーが互いに連携し

てできること」 

参加者：ＧＴ１９人 

学校１０人 

グループ別情報交換会を通し

て「児童・生徒の地域活動への

協力・参加について良い意見交

換ができた」という声もあり、

学校だけでなく行政区にとって

も有意義な情報交換となりまし

た。 

 

２ 地域交流の促進 

○新地域共生型の拠点づくり（地域カフェ、介護予防、地域食堂など） 

 ７月に開催した「子ども食堂運営ボランティア養成講座」をきっかけに、地

域での「共食」の場である地域食堂や子どもを地域で育む活動への関心が高ま

りました。 

夜臼１区では先駆的に夏休みの寺子屋事業と同時開催で夜臼１区 YYK（わいわ

いキッチン）が住民主体で開催され、夏休みの２２日間、延べ 1,212 人の子ど

もに学校の長期休暇中の昼食の提供をされ、本会でも寄贈のお米や菓子等の食

材の提供を行いました。 

 このような、住民主体による活動を応援するため、助成金をはじめあらゆる

事業を活用し地域交流の促進を図りました。 

 また、行政区福祉会への助成金の交付方法を、わかりやすく加算されるよう

変更しました。 
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事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

①地域共生型の拠 

点づくり（地域サ 

ロン、地域カフェ 

介護予防、地域食 

堂など）の調査研 

究・推進 

〇１２月２２日 

〇 １月２０日 

下府２区 

 

 

〇３月２７日 

加野病院 地域交流センター 

〇こども食堂 

主催：子ども食堂講座受講生 

   下府２区福祉会 

参加者延べ：子ども４０人 

      大人 ３１人 

〇こどもと高齢者の集い 

主催：加野病院 

協力：中央駅前区 

   バルーンアート VO 

参加者：子ども  １９人 

    大人    ６人 

    施設入所者１０人 

②○新居場所づくり

モデル地区の指定

と立ち上げ支援 

○７月２１日 

夜臼３区 

 

 

 

○９月２１日 

立花口区 

 

 

〇１２月２２日 

〇１月２０日 

下府２区 

○生活支援サービス立ち上

げ助成 

・夜臼３区「買物ツアー」 

・毎月第３月曜 

 午前１０時～正午 

○集いの場立ち上げ助成 

・立花口区「くすのき」 

・毎月第３火曜 

午後１時～３時 

〇福祉のまちづくり助成 

・下府２区 

「地域（子ども）食堂」 

・体制整備事業のモデル助成

を活用しお試しで実施。 

食を通じて地域交流を深

めることを目的とし、子ども

から大人まで参加できる食

堂を開催。 

③行政区福祉会へ

の助成金の新たな

交付方法の推進 

助成金以外の活動

支援（食糧支援、

○６月２１日 

新たな交付方法の開始 

 

 

 

○５年度福祉会活動助成 

（福祉会２４区） 

・２，５２５，８６０円 

内訳：福祉会助成 ２４区 

   集いの場加算２０区 
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情報提供、他機関

紹介） 

 

 

○２月１３日 

 

○２月１５日 

○３月７日 

生活支援サービス加算４区 

社協会費・共募２０％還元 

○米５ｋｇ寄贈（福祉会３

区） 

○菓子寄贈（福祉会８区） 

○菓子寄贈（福祉会３区） 

④情報交換会 ○６月２９日 ○集いの場（サロン）開催地 

区情報交換会 

・グループ別情報交換 

・社協からの情報提供 

 

⑤レクリエーショ

ン用具、オモチャ、

身長・体重計等の

貸出 

〇随時 〇地域サロンや地域行事に

対し、レクリエーション用具

を貸出。 

スカットボール  １９回 

輪投げ４回、ダーツ１１回 

ボッチャ     １３回 

健康体操 DVD    ８回 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰｾｯﾄ   １１回 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ麻雀    ３回 

リアル野球盤    ３回 

わたがし機    １３回 

百人一首      １回 

高齢者疑似体験セット３回 

⑥社協職員、地域子

育て支援センタース

タッフや特技ボラン

ティアの派遣 

（スタッフ派遣）合計１３回 

〇５月１回、６月３回、９月  

１回、１０月１回、１１月 

１回、１２月２回、１月  

２回、２月２回 

（特技 VO）  合計２２回 

〇６月１回、７月２回、９月 

３回、１０月２回、１１月 

４回、１２月３回、１月１ 

回、２月３回、３月３回 

〇地域子育てサロンへスタ 

ッフの派遣。 

 

 

 

〇出張傾聴カフェ、バルーン 

アート、盆踊り・着付け練習 

フラダンス、津軽三味線等 

⑦企業等の社会貢

献活動の情報提供

○随時 

 

〇わくわくプログラムの更 

新と行政区福祉会等への情 
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（講師派遣）  報提供  

・企業・法人掲載数…１８件 

⑧地域での運動教

室事業（町受託事

業）による講師派

遣 

〇４月２回   計４０人 

上府、桜山手   

〇５月３回   計４５人 

桜山手、花立花、夜臼 3       

〇６月６回  計１１０人 

湊坂、下府 2、上府、桜山手 

夜臼 3、中央駅前  

〇７月６回  計１０２人 

下府 1、下府 2、新宮、 

花立花、上府、桜山手 

〇８月３回   計５１人 

下府 2、上府、桜山手 

〇９月３回   計４３人 

下府 2、上府、桜山手 

〇１０月５回  計８９人 

下府 1、立花口、上府 

桜山手、下府 2 

〇１１月２回  計２６人 

桜山手、下府 2 

〇１２月２回  計３９人 

夜臼 2、桜山手 

〇１月４回   計６０人 

上府、桜山手、下府 2、的野 

〇２月４回   計６０人 

下府 2、上府、桜山手 

杜の宮 

〇３月４回   計８７人 

下府 1、下府 2、立花口 

桜山手 

〇定期的に利用する団体の

増加とコロナが５類に移行

し、サロン活動が再開された

ため、昨年に比べて合計１４

回増加しています。 

〇運動教室     ６回 

〇健康体操    ２３回 

〇音楽レクリエーション８回 

〇脳若トレーニング ４回 

〇ケアトランポリン ３回 

合計４４回 

 

延べ参加者   ７５２人 
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【③集いの場（サロン等）開催地区】 ２０行政区 ３０カ所  ★は新規 

行政区 名称 日時 対象 

的野 元気サロン 第 2木曜 10：00～14：00 区内の高齢者 

立花口 
サロンやまびこ 第 1金曜 13：00～15：00 区内の高齢者 

★くすのき 第 3火曜 13：00～15：00 区民だれでも 

花立花 サロン花立花 第 3火曜 10：00～12：00 区民だれでも 

ファーネスト新宮 ふれあいいきいきサロン 第 2日曜 13：00～14：00 区民だれでも 

上府 
上府いきいきサロン 第 3火曜 10：00～12：00 区内・区外の高齢者 

上府子育てサロン 第 2火曜 10：00～12：00 区内・区外の親子 

中央駅前 
三木会 第 3木曜 10：30～12：00 区内の高齢者 

おともだち広場 不定期（フェイスブック参照） 区内の親子 

よつば クローバーテラス 第 2日曜 10：00～11：00 区民だれでも 

緑ケ浜 
サロン緑ケ浜 第 3木曜 9：30～12：00 区内の高齢者 

緑ケ浜子育てサロン 第 4火曜 10：00～12：00 区内の高齢者 

夜臼１ 
ピチピチサロン 第 4金曜 9：30～11：30 区内の高齢者 

わくわくサロン 第 2木曜 10：00～12：00 区内の親子 

夜臼２ にこにこサロン 第 3土曜 10：00～12：00 区内の高齢者 

夜臼３ サロンふじ 第 3日曜 10：00～12：00 区内の高齢者 

下府１ ふれ愛サロン 第 2水曜 9：30～11：30 区内の高齢者 

下府２ いきいきサロン 第 3金曜 13：00～15：00 区民だれでも 

杜の宮 子育てサロン 毎週月曜 10：00～11：30 区内の親子 

湊坂 ふれあいサロン 第 1土曜 10：30～11：30 区民だれでも 

 

 

桜山手 

あったか～い戸端会議 第 1火曜 13：30～15：30 区民だれでも 

わいわいサロン 第 2火曜 13：30～15：30 区民だれでも 

健やか健康体操 第 3火曜 13：30～15：00 区民だれでも 

さくらカフェ 第 4日曜 13：30～15：30 区民だれでも 

グラウンドゴルフ 毎週月曜 13：30～15：30 区民だれでも 

子どもサロン 第 3土曜 13：30～15：30 区内・区外の親子 

パークシティ 癒しの空間 第 2日曜 14：00～16：00 区民だれでも 

新宮 さわやかサロン 第 3土曜 10：00～12：00 区内の高齢者 

湊 ふれあいの会 第 2土曜 13：30～15：00 区民だれでも 

相島 相島サロン 毎週月か木曜 9：30～11：30 区内の高齢者 
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３ 地域における支え合いとボランティア活動の促進 

○新地域で活躍するボランティアの養成、支援 

コロナの５類移行を機に、地域行事の再開や社会参加の場を求められている

こともあり、ボランティアの活躍の場が昨年よりも広がってきています。 

５年度をもってコロナ禍に始まった傾聴ボランティアによる電話で人とつな

がれる「ふれあい１０分コール」が役割を終え終了となりましたが、各ボラン

ティア団体主催による交流の場や講座が開催され、新規に開催された事業もあ

り、子どもから高齢者まで住民誰もが気軽に参加できる場が町内に増えていま

す。 

また、地域では行政区福祉会による買い物支援が新たに２区で始まり、本会

所有のワゴン車を貸し出したり、住民同士による支え合い活動を支援しました。 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

①○新地域（行政区）

でのボランティア

養成講座の調査・

研究 

未実施  

②社協登録ボラン 

ティア情報の提供 

（掲示板、ガイド 

ブック、ボランテ 

ィア NEWS） 

下表【②社協登録団体】 

〇６月 

〇各施設に６月配布 

○介護保険交付会（毎月） 

 

 

〇ボランティアＮｅｗＳの発行 

〇ボランティアガイドブックの

作成 ３８５冊 

・配付先‥役場、シーオーレ、

福祉センター、そぴあしんぐう、

ふれあい交流館、介護保険被保

険者証交付会 

③町全域のボラン

ティア依頼者と活

動者のコーディネ

ート 

随時 〇活動依頼   ８９件 

（個人６７件、地域２２件） 

〇延べ活動者数 ６１件（個人）

２８件（団体） 

・地域行事の再開に伴い、地域

サロン等への特技ボランティア

等の依頼が増加しました。 

④ボランティア保

険の加入推進 

随時 〇活動保険加入 １００人 

（内災害ボランティア１０人） 

⑤ボランティア団

体及び福祉団体と

〇５月２３日  

〇１１月２７日 

〇各団体の代表が集まり、活動

状況や活動計画について、情報
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の情報交換会 福祉センター  交換 

⑥ボランティア

（団体・個人・特

技）一斉交流会 

〇３月４日 

福祉センター 

〇ボランティアと地域サロンを

つなげるため、サロン代表者と

ボランティアとの交流会（特技

ボランティアによる特技披露と

情報交換会の２部構成）を開催。 

あわせて、ボランティア推進

についてアンケートを実施、今

後の推進に役立てていきます。 

参加者数 ５６人 

（ボランティア団体 ４４人 

 個人・特技ボラ   ４人 

 サロン代表者    ８人） 

※個人と団体で重複する場合は、団

体人数にて計上 

⑦ボランティア講

座の開催や団体主

催講座・事業への

支援 

 下表 

【⑦社会福祉協議会主催講座】 

【⑦ボランティア団体主催講座】 

【⑦ボランティア団体主催事業】 

 

【②社協登録ボランティア団体】 ★は新規団体 

（団体１０（169人）個人６１人 特技２５人） 

ボランティア名称 主な活動 

新宮外あそびの会 子ども達の外あそびの場の運営 

バルーンアート 地域サロン・施設・福祉センター等でのバルー

ン活動 

傾聴ボランティアそら 地域サロン・施設・福祉センター等での傾聴活

動、 

傾聴カフェ、ふれあい１０分コール  

あやとりの会（手話の会） 手話通訳奉仕活動、聴覚障がいに関する啓発 

食生活改善推進会 食の健康に関する啓発、地域サロンへの協力 

しんぐうライフ 新宮町のシニア向けの情報誌作成 

世話焼きおばちゃん隊 子どもの居場所づくり、地域の子育て支援サポ

ート 

★あたまスッキリ道場 主にコミュニケーション麻雀を使った交流で

の居場所づくり 
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★むーむーさん交流会 公民館に限らない居場所づくり、居場所づくり

の主催者と参加者をつなぐ応援や支援 

湊坂絆 BONDS 区内高齢者の生活支援（ゴミ出し・買物・家事

など） 

個人・特技ボランティア 技術や特技を活かした活動（点字・音訳・移送

サービス運転・楽器演奏など） 

 

【⑦社会福祉協議会主催 講座】  

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

○新熱血！レク名人

への道 

〇２月２８日 

〇３月６日 

〇３月１３日 

〇３月２７日（野球大会） 

福祉センター 

〇高齢者から子どもまで多世代

が交流し、活躍できる場をつく

るため、レクリエーション用具

（リアル野球盤）や身近なもの

（紙コップなど）を使った遊び

を学ぶボランティアを養成。 

 今後は福祉センターや地域で

のレク用具を活用した活躍を応

援していきます。 

講師：福岡県レクリエーション

協会専務理事兼事務局長 緒

方初美氏、リアル野球盤協会 

九州支部支部長 田中祐馬氏 

参加者：１２人（内修了生９人）

野球盤大会参加者数：７人 

○新子ども食堂運営

ボランティア 

養成講座 

 

〇７月１２日 

〇７月１９日 

〇７月２６日 

〇８月 ２日（食堂日） 

町福祉センター 

〇「食」を通じて、子どもが安

心して過ごせ、地域の大人との

交流できる居場所づくりを広め

るため、町法人連絡会と協働で

開催。定員になる程の参加申込

があり、関心の高い講座でした。 

 最終日には、子ども食堂を開

催し学校の協力もあり多くの子

ども達で賑わいました。 

 講座終了後は、修了生から地

域での開催について相談があ

り、実際に公民館での子ども（地
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域）食堂の開催につながること

ができました。 

講師：NPO 法人子どもパートナ

ーズ HUG っこ理事加藤典子

氏、新宮町子育て支援課、社

会福祉法人レーヴ福岡、新宮

下府コスモス保育園の栄養士 

共催：町社会福祉法人連絡会 

参加者：３０人 

（内修了生２５人） 

8/2子ども食堂参加  ６６人 

 

【⑦ボランティア団体主催 講座】 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

傾聴ボランティア

講座 

（傾聴ボランティア

そら） 

 

〇１０月１０日 

〇１０月１７日 

〇１０月２４日 

〇１０月２７日～１１

月６日（実習期間） 

〇１１月７日 

○傾聴スキルアップのための再

確認と新規登録者も交えての情

報交換会 

講師：合同会社アウエフキャリア 

田島聡子氏 

各回合計参加者：９５人 

しんぐうライフ 

講演会 

（しんぐうライフ） 

 

〇３月１１日 〇WEB を使った広報誌の作り方

と企画の立て方、会員を増やし

ていくための方法について学ぶ 

講師：北九州シニア応援団  

さくら編集長 米津勲氏 

参加者：１１人 

 

【⑦ボランティア団体主催 事業】  

事業（団体名） 実施日・場所等 内   容 

傾聴カフェそら 

（傾聴ボランティアそら） 

〇第４水曜日  

福祉センター 

 

〇誰でも参加できる癒しの傾聴

サロン 

延べ利用者数：５１４人 

ふれあい１０分コー

ル（傾聴ボランティアそら） 

〇毎週金曜日 

福祉センター 

〇コロナ禍における電話での傾

聴活動（社協代表番号を活用） 

延べ利用者数：４件 

※令和６年３月末で終了 
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お外であそぼ 

（新宮外あそびの会） 

〇第３火曜日 

人丸公園など 

〇子どもたちの外あそび 

実施回数：８回 

延べ参加者数：８２人 

新宮のおばあちゃん

家（世話やきおばちゃん隊） 

〇８月２日 

福祉センター 

〇１２月２６日 

ギャラリーみかみ 

（立花小校区） 

 

〇３月２３日 

シーオーレしんぐう 

（東小校区） 

〇８月の子ども食堂運営ボラン

ティア養成講座への協力 

〇新宮のおばあちゃん食堂とし

て、小学校校区ごとに実施 

参加者：子ども２９人 

ボランティア他４９人 

参加者：子ども９人、大人１人 

ボランティア他１１人 

 

情報誌の発行 

優しいスマホ教室 

（しんぐうライフ） 

〇１１月、３月 

○１月３１日 

〇２月１４日 

〇３月１３日 

〇高齢者向け情報誌作成・発行 

〇優しいスマホ教室 

延べ参加者数：３４人 

むーむーさん交流会 

（むーむーひろば） 

〇６月１９日  

相島区サロン 

〇６月２２日 

湊坂 BONDS親睦会 

〇７月２０日 

的野区サロン 

〇７月２７日 

相島区サロン 

〇公民館に限らない居場所づく

りの応援、主催者と参加者のつ

ながりづくり 

延べ参加者数：６９人 

〇７月２０日 

〇９月２６日 

〇１０月２４日 

〇１月２３日 

〇２月２７日 

上府区深町東組合集会所 

〇７月から誰でも参加 OK の集

会所を利用した、簡単なゲーム

やお話をする居場所を開催 

延べ参加者数：３６人 

 

上記のほかに、居場所づくり事業「すいすいクラブ」に参画しているボラン

ティア団体が活動しています。 

 

 

 



14 

 

【地域における生活支援事業への支援】 ６地区   ★新規 

事 業 名 主  催 内  容 

買い物サポート 緑ケ浜区福祉会 スーパー等への送迎 

買い物ツアー ★夜臼３区福祉会 スーパー等への送迎 

生活支援 湊坂区生活支援ボラン

ティア絆ＢＯＮＤＳ 

買い物・病院送迎、剪定等 

生活支援 桜山手区 ごみ出し、樹木剪定 

買い物支援 ★パークシティ区福祉

会 

スーパー等への送迎 

買い物サポート 

ゴミ出しサポート 

新宮区福祉会 スーパー等への送迎 

分別ごみ回収支援 
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１ 地域の見守りネットワークの構築  

○重見守りネットワークの充実と支えあう体制づくり 

見守り活動や地域サロン等に関する情報発信を迅速に行えるよう、福祉委員

向けのＬＩＮＥアカウントを開設しました。 

ＬＩＮＥアカウントを活用し、企業からの寄贈品に関する情報発信をスムー

ズに行うことができました。 

また、大雨と台風６号接近時に避難所が開設された際には、その情報を迅速

に福祉委員へ発信することもできました。 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

①地域課題解決と

実情把握のための

行政区訪問 

 

○６月１２日～ 

○７月１９日  原上 

○７月２３日 夜臼４ 

○８月 ５日 緑ケ浜 

○８月 ７日 夜臼３ 

○８月１９日  新宮 

○８月２３日 下府２ 

         湊 

○８月２７日 よつば 

○９月１０日中央駅西

パークシティ 

○９月１２日 花立花 

○９月１３日 

ファーネスト新宮 

○９月１９日 中央駅前 

○９月２０日 立花口 

○１０月１０日 上府 

○１０月１３日 三代 

○１０月１４日 相島 

○１０月１９日桜山手 

○１０月２１日夜臼２ 

○福祉会長へ訪問依頼 

〇しんぐるっと（第１層協議体） 

で検討したテーマと共通した課 

題を抱える行政区へのアプロー 

チと、モデル地区の推進を行い 

ました。 

 

【行政区福祉会訪問】 

東部地域では、買い物や移動 

に関する話が多く、関心が高い

テーマであることがわかりまし

た。また、昔ながらの行政区と

新しい行政区に共通する悩みと

して挙がっていたのは、地域行

事やサロン等に男性参加が少な

いということでした。 

 

基本目標２ 安心して暮らせる地域づくり 
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○１０月２７日下府１ 

○１１月１５日 湊坂 

○１２月１４日夜臼１ 

○１２月２３日杜の宮 

②行政区福祉会へ

の情報提供や活動

費の支援 

随時 〇見守り活動等への支援のた

め、企業等からの寄贈品を希望

地域へ配付 

菓子等配付：延べ地区２５区、

５団体 

○ＬＩＮＥを活用した福祉委員

への情報提供（内容：企業から

の寄贈品、避難所開設等） 

③訪問記録票（見

守り活動記載）を

通した福祉委員と

の連携 

〇毎月 1回以上実施 〇延べ訪問回数：3，911回 

〇延べ見守り世帯数：3，876世帯 

〇延べ見守り対象者数：4，264人 

④地域支え合いマ

ップづくりへの支

援 

○６月１２日～ ○福祉会長へ案内 

⑤地域活動者研修

会（福祉会長への

事業説明会、福祉

委員研修会（年６

回） 

民生委員・児童委

員との合同研修会 

○４月１０日 

福祉センター 

○福祉委員研修会 

就任式・退任式 

小地域福祉活動と福祉委員活動 

○５月２５日 

福祉センター 

○福祉委員研修会 

社協の福祉サービス 

情報交換（グループワーク） 

○６月１２日 

福祉センター 

○区長への社会福祉協議会事業

説明会 

○７月７日 

福祉センター 

○福祉委員研修会 

すいすいクラブ体験 

○７月１１日 

役場 

○福祉会長と社協役員との福祉 

懇談会（情報交換会） 

○８月２４日 

そぴあしんぐう 

○民生委員・児童委員、福祉委 

員合同研修会 

福祉ＳＯＳゲーム 

○１１月２１日 

糸島市社会福祉協議会 

○福祉委員視察研修会 

生活困窮者支援の視点を取り 
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入れた地域活動 

○２月１日 ○民生委員・児童委員、福祉委 

員合同研修会 

保護司から見た“支え合う地 

域づくりの大切さ” 

⑥見守りネットワ

ーク協議会への参

画 

○１月１８日 

○２月２日 

○２月２０日 

○３月１８日 

○３月２７日 

○加野病院との打ち合わせ 

○事務局会議 

○見守りネットワーク協議会 

○事務局会議 

○加野病院居場所づくり（お試 

し 子どもと高齢者の集い） 

⑦○新福祉委員への

情報発信の仕組み

づくり 

○４月１０日 ○福祉委員へ福祉委員専用ＬＩ 

ＮＥアカウント登録案内し、随 

時情報提供 

 

２ 災害に強い地域づくり  

○重災害ボランティアセンターの設置体制づくり 

令和６年３月９日（土）に災害ボランティアセンターの運営について、糟屋

地区社協合同で研修会を開催しました。 

 講師に、一般社団法人九州防災パートナーズの藤澤健児氏を招き、災害ボラ

ンティアセンターの基本から設営についてのポイントを学び、その後実際に運

営した場合のシミュレーションを行い、各社協お互いの連携を深めました。 

事業名 実施日・場所等 内   容 

①粕屋地区内社協

での合同職員研修

会の実施 

＜担当者会議＞ 

〇４月 ５日 

〇６月２３日 

〇８月２８日 

〇１０月２５日 

〇１１月２１日 

〇 １月１７日 

〇 ３月 １日 

前日準備 ３月 ８日 

訓練当日 ３月 ９日 

〇糟屋地区社協間で災害時相互

支援のための合同研修会を実

施。担当者会議を定期的に開催

し、内容の検討を行った。 

今年度は、担当社協である久山

町社協のマニュアルにそって、

実際に災害ＶＣを設営し運営訓

練を行いました。 

 

各社協５人参加（会長含む） 
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②災害ボランティ

アセンターへの支

援 

〇７月１７日～１８日 

職員１人 

〇７月３０日 

    ～８月２日 

       職員１人 

〇８月２９日～３１日 

       職員２人 

〇９月１４日～１５日 

       職員１人 

〇大雨災害により被災した久留

米市社協へ災害ボランティアセ

ンター運営のための職員を派

遣。 
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１ 地域における健康づくりと生きがい活動の促進 

 すいすいクラブは、令和４年度下半期のモデル実施を経て、今年度から本格

始動することができました。令和５年度は６団体（ボランティア・施設）の参

画があり、延べ参加者数は１，０００人を超えました。 

 ケアマネジャー等の支援者にも徐々に認知され、町内の居場所の１つとして

定着できるよう、今後も継続していきます。 

○新住民と関係機関・団体が協働した健康と生きがいの拠点づくり 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

①○新拠点づくりの

ための協議の場の

設定 

○２月５日 ○すいすいクラブ参画団体情報

交換会 

○居場所づくり事業「すいすい

クラブ」 

延べ回数：    ５７回 

延べ参加人数：１０５３人 

内容：バルーンアート、コミュ 

ニケーション麻雀、ボッチャ、 

傾聴カフェ、かきかた教室、 

食を通した交流 

②就労支援の推進

（売店業務他） 

○新福祉センター売

店を活用し就労に

向けたステップア

ップの場づくり検

討 

〇水・金 11:00～13:00

福祉センター 

〇福岡コロニーへ委託 

③社会福祉法人連

絡会による地域で

の公益的な活動の

実施 

〇６月～２月 

〇町内小・中学校 

〇ふくし体験学習支援 ２０回 

 講話、交流、車いす、パラス

ポーツ等へのゲストティーチャ

ー 

〇７月１２日 

   １９日 

〇子ども食堂ボランティア養成

講座（社会福祉協議会との共催事業） 

基本目標３ 健やかにいきいきと暮らせる地域づくり 
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   ２６日 

 ８月 ２日 

福祉センター 

 講師派遣、講座の運営を連絡

会と役割分担し実施。 

 

〇８月２４日 

そぴあしんぐう 

〇民生委員福祉委員合同研修会 

SOSゲームの実施 

（SOSゲームとは、地域の福祉問題を

知り、地域の社会資源（相談先）を

学ぶ参加体験型ゲーム） 

民生委員・児童委員、福祉委員

７０人 

〇１１月１日～１５日 

福祉センター・各法人 

〇フードドライブ 

住民へ食品の寄付依頼 

〇１１月２５日（土） 

福祉センター 

〇フードパントリー 

生活困窮者対策で食料品、生理

用品の無料配布。コロナ特例貸

付を受けた世帯（２４６件）へ

も文書で周知。来場者：７０人 

〇２月３日（土） 

シーオーレ新宮 

〇終活セミナー＆ふくしの相談会 

終活を通じて地域や家族とのつ

ながりの大切さを認識した講演

会。講師：終活パートナー九州

眞武純哉氏  

参加者：７４人 

④福祉団体主催の

福祉事業への支援

と連携 

下表 

【④福祉団体主催の福祉事業】 

 

 

 

【④福祉団体主催の福祉事業】  

事業（団体名） 実施日・場所等 内   容 

ブーケハウス 

（ブーケハウス） 

〇第２木曜日  

福祉センター 

〇障がいのある人のサロン 

在宅介護者交流会 

（在宅介護者こぶしの会） 

〇第３火曜日 

福祉センター 

〇在宅介護者の情報交換会 

ひとり親家庭のた

めの学習支援 

（母子寡婦福祉連合会） 

〇毎週金曜日 

福祉センター 

〇ひとり親家庭の小・中学生を

対象とした学習支援 
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⑤不登校・ひきこもりの人への支援事業 

「おはなし会」を定期的に開催することで、参加者のペースで参加できる会

になっています。しかし、月１回の開催では仕事の都合などで参加が難しいと

の声もあり、次年度より回数を月２回、場所も福祉センターに限らず開催でき

るように、団体とすすめていきます。 

また、福祉団体やボランティア、町内社会福祉法人、事業所と協働すること

で、社会参加に向けたステップアップの場（畑を使った活動など）や親子レク

リエーション講演会など活動の幅を広げることができました。 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

⑤不登校・ひきこ

もりの人への支援

事業 

 

〇毎月第４水曜日 

福祉センター 

 

 

 

 

〇福祉団体「ほっこりお話会」

主催の「ほっこりおはなし会」

として定例開催。職員も参加し

情報の共有や提供を行うなど連

携している。 

参加者数延：９０人 

随時受付 〇ほっこり相談室 

 心理カウンセラーによる個別

相談実施。今年度は対面だけで

なく LINE を活用したチャット

や電話での相談も対応。 

利用者 １人 

〇 ６月２２日 

〇１１月２５日 

湊区にある畑 

  

 

〇親子レクリエーション「収穫

体験」地域おこし協力隊協力の

もと畑でジャガイモの収穫。 

・６月は天候不良等によりレク

リエーションは中止。お話会メ

ンバーのみで体験。 

参加者： ７人（6/22） 

１５人（11/25） 

〇１月２７日 

福祉センター 

 

 

 

 

〇ひきこもりセミナー 

脱出！ひきこもり・不登校～

ここは「若者の笑顔と自信」を

取り戻す場所です～ 

ひきこもりだった若者たちが

どのようにして働く自信を取り

戻したのか、解決に向けてのヒ
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ントとなるセミナー。 

講師：八おき塾（福岡わかもの

就労支援プロジェクト）代表理

事 鳥巣正治氏、八おき塾受講

生・卒業生 

参加者：１８人 
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１ 情報提供・相談支援体制の充実 

○重住民の身近な相談支援体制の推進 

訪問記録票やサロンへの訪問等を通して、住民の抱える問題を丸ごと受け止

め整理し、各種相談窓口や専門機関と連携し専門性を活かし、コミュニティソ

ーシャルワーク、コミュニティワークの機能を果たせるよう努めました。 

今年度は、社会参加を希望する男性、警察官を名乗る詐欺、長期不在で安否

確認ができない高齢者等の相談に対応しました。 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

①訪問記録票（見

守り活動記載）を

通した課題の把握

と関係機関との連

携 

〇毎月１～２回 

各行政区 

○対象者について福祉委員との

情報共有 

・６５歳に達していないことか

ら包括では支援対象外とされた

単身者 

・夫を亡くしたばかりのひとり

暮らし高齢者等 

・長期不在で、状況確認ができ

ない高齢者 

②福祉サービス一

覧を活用し地域サ

ロン等へ訪問。気

軽な福祉相談窓口

としての社会福祉

協議会をＰＲし、

生活課題・福祉課

題の把握 

○６月１２日～ ○福祉会長へ案内 

基本目標４ 適切な福祉サービスが利用できる地域づくり 
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○重生活困窮者への支援事業 

生活困窮者向けに、緊急用食料等給付事業や生理用品の無償配布などを実施

しました。 

また、本会「子ども食堂運営ボランティア養成講座」を通じて、地域におい

てこども（地域）食堂に対する関心が高まっています。生活困窮に限らず「食」

を通して子どもや地域の人に「人としての豊かさ」を育むことができるよう、

立ち上げに向けた支援（情報提供や食料品の提供等）を行いました。 

③各事業で生活課

題の把握（貸付、

地域子育て支援セ

ンター、ファミリ

ーサポートセンタ

ー、福祉なんでも

相談、福祉団体が

実施するピアカウ

ンセリング等） 

〇心配ごと福祉なんで

も相談 

毎月第２火曜日 

福祉センター 

〇相談件数…１３件 

〇主な内容…相続、借家、福祉

サービス、近隣問題、今後の生

活に向けた心配事。 

 

 

④要保護児童対策

地域協議会との連

携 

〇随時  

 

⑤さまざまな媒体

を活用した情報の

発信（社協だより

（年４回）、町広報

誌アクティブ新宮

の活用、ホームペ

ージ等の活用、町

発行「暮らしの便

利帳」への掲載） 

○随時 

 

 

 

〇６月、９月、１２月、

３月 

○ＳＮＳを活用した情報発信 

・ＬＩＮＥ 

・Ⅹ（旧Ｔｗｉｔｔｅｒ） 

・ＹｏｕＴｕｂｅ 

〇社協だより１１７号、１１８ 

号、１１９号、１２０号発行 

〇ホームページの随時更新 

 

⑥社会福祉法人連

絡会との連携 

〇随時 

 

〇社会福祉法人連絡会関連事業

でふくしの相談窓口のＰＲ 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

①生活困窮者自立

相談支援事務所

（県事業・町）と

○１月２５日 

○随時 

○６年度事業暮らしのお金講座

（仮称）への協力打診 

○生活福祉資金等の相談者情報
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の連携 を必要に応じて情報共有 

②社会福祉法人連

絡会との連携（生

活困窮者支援） 

フードドライブ・

フードパントリー

の効果的な実施 

〇５月１６日 

〇６月２７日 

〇８月 ７日 

〇１１月２４日 

〇１月１９日 

 

〇生活困窮者支援について協議 

福祉の相談窓口や下半期事業の 

フードドライブ・パントリーの 

企画 

③ふくおかライフ

レスキュー事業の

活用 

連絡会 

〇５月１８日 

〇８月１８日 

〇１１月１６日 

〇２月１５日 

相談対応 

〇糟屋地区連絡会サポーター会 

議への参加 

 

 

④フードバンク事

業の活用 

〇夜臼１区 YYK（子ども

食堂）  

夜臼１区公民館 

〇法人連絡会を通じて寄贈され 

た食品を夜臼１区 YYKへ 

 夏休みに実施された「子ども 

食堂」で活用された。 

⑤緊急用食料等給

付事業 

多機関と協働した

生理用品の給付 

〇緊急用食料等給付事

業 

生活福祉資金貸付事業

の相談と併せて実施。お

もてなし協会を通じた

企業等からの寄贈品を

随時配布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇令和５年度対応件数…９件 

（内子育て世帯…４件） 

※コロナ禍に生活福祉資金特例

貸付を受けた人へのアンケー

ト調査を実施。回答者へ食料

品を拠出。 

〇ボランティア講座内で子ども

食堂開催。食料品を提供。 

〇夜臼１区公民館で夏休み期間

中の寺子屋内（夜臼１区 YYK）

で食事の提供あり。食料品を

拠出。 

〇下府２区地域（子ども）食堂

へ食料品を拠出。 

〇世話焼きおばちゃん隊（Vo団

体）主催の行事で食事を提供。

食料品を拠出。 

〇母子寡婦福祉会主催の学習支

援時に食料品を拠出。 
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２ 地域のニーズに対応したサービス基盤の整備   

○重生活支援体制整備事業の推進 

行政が運営する第 1層協議体へ参加し、テーマである「生活支援」に関わる社 

会資源の開発、情報の整理を行い、住民、町、社協それぞれができる部分を整

理しながら、互いに連携し行政区を中心とした支え合いのまちづくりを進めら

れるよう意識しました。 

 また、生活支援コーディネーター（ＳＣ）として、これまでしんぐるっとで 

協議してきた内容を取りまとめ、行政区福祉会訪問を通じて全行政区へ報告し、 

その際に高齢者だけでなく、障がいのある人や子どもなどを含め、広く助け合 

い・支え合いの地域づくりや居場所づくり等に取組む活動が広がることを意識 

しモデル事業を実施しました。 

〇生理用品の配布 

社協関係窓口、生活福祉

資金貸付事業の相談や

社協事業と併せて実施。

また、教育機関と連携

し、各学校へのアンケー

ト調査と併せて配布を

行う。 

〇配布件数…５１件 

 配布先学校…５校 

 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

①生活支援コーデ

ィネーター業務 

(町受託) 

 

 

 

〇６月、７月、９月 

１２月、３月 

〇生活支援コーディネーターだ

よりの発行（社協だよりへ掲載） 

○生活支援コーディネーター

（ＳＣ）だより５号の発行 

〇５月２４日 

〇８月２３日 

〇認知症サポーター養成研修 

〇キャラバンメイト交流会 

〇４月１０日 

〇５月 ８日 

〇６月１２日 

〇７月１０日 

〇８月１４日 

○９月１１日 

〇高齢者福祉に関する組織連携 

会議 



27 

 

〇１０月１０日 

〇１１月１３日 

〇１２月１１日 

〇１月１５日 

〇２月１３日 

〇３月１１日 

〇７月１２日 

〇８月１７日 

○１０月１１日 

○２月１４日 

〇医療・介護の集い事務局会議 

 

 

○医療・介護の集い 

〇５月１８日 

〇６月１５日 

〇７月２０日 

〇８月１７日 

○９月２１日 

〇１０月１９日 

〇１１月１６日 

〇１２月２１日 

〇２月１５日 

〇３月２１日 

〇自立支援型地域ケア会議 

〇８月２１日 〇地域ケア推進会議 

〇７月 ８日 

 

 

 

〇８月３１日 

〇１１月２０日 

〇１月２２日 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「しんぐるっとフォーラム」 

への参加 

 これまでの活動や今後の動き 

について報告。 

〇しんぐるっとへの参加 

 行政が担う第１層協議体（し

んぐるっと）への参加。 

・しんぐるっとで協議してきた

内容は、社会福祉協議会が取り

まとめを行い、行政区福祉会訪

問として全行政区へ返してい

る。また、その際に３地区程度

モデル指定し、高齢者だけでな

く、障がいのある人や子どもな

どを含め、広く助け合い・支え



28 

 

 

【社会福祉協議会が実施する福祉サービス】 

 

 

 

〇１２月２２日 

〇１月２０日 

合いの地域づくりや居場所づく

り等に取組む活動を進めてい

る。 

〇福祉のまちづくり助成 

・下府２区 

「地域（子ども）食堂」 

・食を通じて地域交流を深める

ことを目的とし、子どもから大

人まで参加できる食堂を開催。

今回はお試しで開催し今後の進

め方については地域と協議を進

めていく。 

○新福祉のアンテナ

SHOP 

 〇店舗を「地域の拠り所」「福

祉の情報発信の場」とし孤独・

孤立を防ぎ、福祉の相談窓口を

広く周知し、困りごとを早期発

見することを目的として実施。 

協力店舗の周知として、ボラ

ンティア団体しんぐうライフに

協力を仰ぎ広報誌「しんぐうラ

イフ」へ掲載。 

〇協力店舗…４店舗 

（ピッコロ、ミント、タイム、

ヒゴロッカ） 

事業名 実施日・場所・内容等 

①移送サービス 〇運転ボランティア…７人 

〇利用登録者  …１１人 

〇申請件数   …６２件 

〇実施件数   …５５件（不可 ５件、キャンセル２件） 

※リフトカーのみの貸出あり。 

〇実施内容   …通院、買い物や会合等の社会参加 

②車イスの貸出 延べ３３台（他学校３７台、役場１２台貸出） 

 

③手話通訳派遣事業 〇利用者数    …５人  



29 

 

（町受託） 〇派遣回数   …６９回  

〇奉仕員     …４人 

④訪問介護事業 

（介護保険制度） 

・総合事業（緩和

基準サービスの実

施） 

 

 

 

 

 

 

〇要介護では施設入所で利用がなくなったり、要支援に戻

られたりと減少しています。 

【訪問介護】 

 利用者数 生活 身体 活動合計 

４月 13 42.0 70.25 112.25 

５月 11 40.5 46.5 87.0 

６月 11 33.0 56.0 89.0 

７月 13 40.5 63.0 103.5 

８月 12 43.25 58.25 101.5 

９月 12 38.0 54.25 92.25 

10月 12 31.25 52.5 83.75 

11月 12 30.75 55.5 86.25 

12月 9 24.75 55.0 79.75 

1月 8 20.0 38.75 58.75 

２月 7 15.5 34.5 50.0 

３月 8 17.75 32.5 50.25 

（単位／人）  （単位／時間） 

〇要支援の利用者は増加傾向です。 

【訪問型サービス】（ ）内は訪問型サービスＡの人数 

 要支援１ 要支援２ 実利用者数 活動合計 

４月 11（5） 11（3） 22（8） 97.75 

５月 12（6） 10（3） 22（9） 145.33 

６月 12（6） 10（3） 22（9） 113.75 

７月 11（5） 11（4） 22（8） 110.5 

８月 12（4） 12（5） 24（9） 117.28 

９月 12（4） 12（6） 24（10） 127.58 

10月 13（5） 13（6） 26（11） 131.08 

11月 12（5） 14（6） 26（11） 124.83 

12月 13（5） 15（6） 28（11） 175.25 

１月 12（5） 13（5） 25（10） 109.5 

２月 12（5） 14（5） 26（10） 141.0 

３月 12（3） 16（5） 28（8） 178.75 

（単位／人）     （単位／時間） 
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⑤居宅介護事業

（障害者総合支援

法） 

〇昨年度と同様利用者は１人 

 利用者数 生活 身体 活動合計 

４月 1 19.25 0 19.25 

５月 1 21.0 0 21.0 

６月 1 22.0 0 22.0 

７月 1 20.25 0 20.25 

８月 1 22.0 0 22.0 

９月 1 18.25 0 18.25 

10月 1 21.25 0 21.25 

11月 1 20.75 0 20.75 

12月 1 17.75 0 17.75 

1月 1 16.50 0 16.50 

2月 1 21.0 0 21.0 

３月 1 20.25 0 20.25 

（単位／人） （単位／時間） 

⑥ホームヘルプサ

ービス事業（町受託） 

〇利用はありません。 

 

⑦ひとり親家庭等日常

生活支援事業（町受託） 

〇利用はありません。 

 

⑧あんしん生活支

援事業 

〇主な活動内容は、生活は掃除の他、買物や調理、身体は

送出しとお迎え、外出時同行です。 

 利用者数 生活 身体 活動合計 

４月 15 30.5 4.0 34.5 

５月 16 38.0 4.5 42.5 

６月 16 46.5 9.0 55.5 

７月 14 37.5 2.5 40.0 

８月 14 35.5 4.0 39.5 

９月 13 34.5 1.0 35.5 

10月 12 33.5 2.5 33.75 

11月 19 35.75 2.5 38.25 

12月 12 26.75 1.5 28.25 

１月 11 23.25 3.0 26.25 

２月 11 25.0 8.5 33.5 

３月 13 38.5 2.0 40.5 

     （単位／人） （単位／時間） 
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⑨地域生活支援事業 

（町受託） 

〇利用はありません。 

 

⑩生活福祉資金貸

付事業（県事業・

町事業）・生活困窮

者への一時貸付 

・生活困窮状態が

続いている借受人

世帯への相談支援

業務  

〇新宮町生活福祉資金 一時貸付資金…５件 

初回の生活保護費や初任給が出るまでのつなぎ資金とし 

て貸付 

〇福岡県生活福祉資金…１４件（内訳：緊急小口資金４件

福祉費１件、教育支援資金８件） 

○特例貸付申請者向けアンケート 

・調査期間 １１月６日～１２月６日 

・調査方法 質問紙法による郵送調査 

・回答数 ４８件（回収率２１．６％） 

・調査結果 

生活困窮者支援については、生活福祉資金やフードパン

トリー等の事業（取組）を整えていくことと併せて、子ど

もから大人まで幅広く対象とした、福祉的な視点を入れた

金融教育の機会を整え、地域内でのつながりづくりも同時

に推進していく必要があると考えられる。 

⑪地域子育て支援

拠点事業子育て支

援センター 

（町受託） 

〇利用者数 

８月から、電話予約制と町内限定をやめ、コロナ前の運 

営に戻したことから利用者が保護者、子どもとも 1,000 人

以上増加。 

子育て支援課との連携を強化するために、地域子育て拠 

点支援事業担当者連絡会を６月から２か月に１回開始、心

配な親子の情報を共有し見守りを強化。 

シーオーレである７カ月児相談時に出張し、親子遊びを 

通して、かんがるーひろばの PR を行いました。 

ひろば名 場 所 延べ保護者 延べ子ども 

かんがるーひ

ろば（火～土

曜日） 

福祉センター 

 

3,718人 4,263人 

出張ひろば

（月曜日） 

ふれあい交流館  340人  408人 

・臨時休所：７月１０日、８月９日、１０日（豪雨、台風

接近） 

・３月１６日は慰霊祭の為、電話相談のみ実施。 
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〇相談支援 

相談件数 他機関紹介 紹介先内訳 

６２１件 １３件 ファミサポ ４件 

子育て支援課９件 

 幼稚園・保育園に関する相談や食事についてなど、子育

ての不安を感じる家庭が多くみられます。利用方法の変更

により、長時間利用する親子や近隣市町村からの利用も増

え、利用者同士の交流も増加しています。 

また、７か月児相談時の顔つなぎが、新規利用者の登録

増加にもつながっている。 

⑫ファミリー・サ

ポート・センター

事業 

（町受託） 

 

 

 会員数、活動件数とも昨年より増加 

〇会員数 

まかせて おねがい どっちも 総数 

４４人 ２８４人 ２９人 ３５７人 

〇活動数…３３７件 

〇活動内容…学童保育への迎え、習い事の送迎等 

〇会員養成講座及びフォローアップ研修 

（第 1 回） 

日程 日時 内容 

第１回 6 月 15 日 

10：00～12：30 

10 人 

① ファミリーサポート事業とは  

講師：子育て支援課、ファミサポ 

② 保育の心と子どもの遊び    

講師：上府あおぞら保育園 元満 

奈緒美園長 

第２回 6 月 19 日 

10：00～12：00 

  13 人 

③ 子どもの病気と事故の予防と手当 

  講師：日本赤十字社 

第３回 6 月 22 日 

10：00～12：00 

  14 人 

④ 救命講習 

  講師：糟屋北部消防本部 

第４回 6 月 26 日 

10：00～12：00 

 9 人 

⑤ ⑤子どもの栄養と食生活 

講師：栄養士 百武 孝子氏 

 

第５回 6 月 29 日 

10：00～12：00 

  8 人 

⑥  子どもの発達と理解     

  講師：新宮幼稚園 片岡加奈子園長 
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第６回 7 月 3 日 

10：00～12：30 

  8 人 

⑦ お預かり体験 

⑧ 会員登録 

（第 2 回） 

日程 日時 内容 

第１回 10 月 26 日 

10：00～12：30 

3 人 

① ファミリーサポート事業とは  

講師：子育て支援課、ファミサポ 

② 保育の心と子どもの遊び    

講師：暁華保育園 松崎俊法園長 

第２回 10 月 30 日 

10：00～12：00 

  4 人 

③ 子どもの栄養と食生活 

講師：栄養士 百武 孝子氏 

 

第３回 11 月 2 日 

10：00～12：00 

  14 人 

④ 救命講習 

  講師：糟屋北部消防本部 

第４回 11 月 6 日 

10：00～12：00 

 3 人 

⑤ 子どもの発達と理解     

  講師：新宮幼稚園 片岡加奈子園長 

第５回 11 月 9 日 

10：00～12：00 

  18 人 

⑥ 子どもの病気と事故の予防と手当 

  講師：日本赤十字社 

 

第６回 11 月 13 日 

10：00～12：30 

  4 人 

⑦ お預かり体験 

⑧ 会員登録 

 

・かんがるーひろば内でひろばを利用しながら、登録がで

きるファミサポウィークの実施 

期 間 登録人数 

5 月 23 日～26 日 12 人 

8 月 1 日～4 日 8 人 

1 月 9 日～12 日 7 人 

 

〇会員間の交流会 

実施日・場所等 内 容 

７月７日 健康応援セミナー 
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福祉センター  参加者…16 人（内子ども

4 人） 

講師：株式会社 明治 西日

本支社 尾﨑 美友 氏 

１１月２８日 整理収納セミナー 

参加者…17 人（内子ども

8 人） 

講師：整理収納アドバイザ

ー 岡本 渚氏 
 

⑬無料法律相談

（町受託） 

〇５月１５日、７月１８日、９月１５日、１１月１５日、

１月１７日、３月１５日 

〇福祉センター 

〇延べ相談件数…３３件 

９月は予約開始日に予約が埋まるほど問い合わせが多 

く、７月は２件、９月は４件のキャンセル待ちがあった。 

 

⑭在宅重症心身障

がい者通所事業

（町受託） 

〇登録利用人数…３人 

〇登録スタッフ…４人 

〇延開所日…93 日（大雨のため 7/10 休所 入院、ショー

トステイ利用のため 12/19 休所 利用者の急用、体調不

良により 7/31半日開所） 

〇延べ利用人数…157人（1日利用平均 1.7 人） 

〇イベント 遠足（マリンワールド海の中道 6/12） 

〇イベント ミカン狩り（宗像太陽園 10/30） 

〇レクリエーション バルーンアート 11/14 センターにて 

体調不良で利用停止が多かった。 

⑮福祉バスの活用 ○毎週水曜日に町内を定期運行 

〇行政区福祉会や団体への貸出…４６回 

〇ふれあい交流館やそぴあしんぐうへの運動教室の実施に 

併せた定期運行…２１回 

⑯移動支援のため

の車両貸出事業 

〇貸出回数…７３回 

緑ケ浜区、夜臼３区、湊坂絆 BONDS（生活支援ボランテ

ィア）１１月からはパークシティ区が買い物支援のために

定期的に利用開始 
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３ 権利擁護の充実 

○重日常生活自立支援事業及び法人後見事業の推進 

法人後見事業の受任件数２件の内１件は、ご本人が亡くなられたため、死後

事務や財産の引継ぎについて親族等関係者との連絡調整などを行いました。 

 地域包括支援センターやケアマネジャーからの金銭管理に不安のある高齢者

の相談に加えて、障がい者施設などから知的障がい者・精神障がい者に関する

相談が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

事業名 実施日・場所・内容等 

①日常生活自立

支援事業 

〇契約者数    …９件（高齢者６件、精神障がい３件） 

〇活動回数 延べ…５９回 

〇市民支援員数  …３人 

②法人後見事業 〇類型    後見…２人（高齢者２人） 

〇活動回数 延べ…２７回 

〇市民後見人数  …７人（実働１人、休止中６人） 

③市民後見人フ

ォローアップ研

修 

新宮町社会福祉法人連絡会主催の研修へ 

日常生活自立支援事業支援員養成研修と併せて実施 

④○新中核機関に

関する役場との

協議や研修への

参加 

 

県社協主催研修会への参加 

〇８月２８日 令和５年度成年後見制度利用促進研修会 

〇１０月３１日令和５年度成年後見制度における市町村長 

申立等研修会 

〇３月４日  令和５年度法人後見実施団体連絡会 
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１ 社会福祉協議会の基盤強化   

○重自主財源の確保 

社協会費は、地域活動が再開されたり、コロナ禍で中止になっていた組長会

が再開される等行政区への推進が可能になり、周知しやすい環境となったこと

が会員数と会費金額の増加につながりました。 

赤い羽根共同募金は、前年度と比較し戸別募金をはじめとして昨年度の実績

を上回ることができませんでした。次年度は、赤い羽根共同募金の PRを増やし、

財源確保に努めます。 

また、福祉チャリティボウリング大会では、昨年まで新型コロナウイルス感

染症防止のため不参加となっていた福祉施設の参加もあり、町内法人の協力を

得ながら財源確保に向けて取り組むことができました。 

引き続き地域福祉推進のための大切な財源のため、調査研究し自主財源の確

保に努めます。 

事業（会議）名 実施日・場所等 内   容 

①社協会員制度へ

の加入促進 

 

【別添：資料 】 

【社協職員説明必要・実施】 

３月１９日 花立花 

３月２３日 湊 

４月１５日 緑ケ浜 

４月２２日 夜臼１ 

５月２３日 上府 

７月２３日 夜臼４ 

８月７日  夜臼３ 

９月２５日 三代 

【説明不要・実施】 

１月下旬  的野、夜臼２     

      桜山手 

２月上旬  パークシティ 

      相島 

２月１４日 新宮 

７月下旬  下府２ 

８月２４日 立花口 

８月２５日 原上 

〇会員数    ６８３人   

（内特別会員９人） 

〇会 費 ８６９，８００円 

※ただし、区一括の寄付額を

含む 

〇協力店  ６件 

 

基本目標５ 社会福祉協議会の基盤強化 
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９月中旬  中央駅西 

      下府１ 

１０月１２日 ファーネス

ト新宮 

【チラシ回覧】地区 

中央駅前、よつば、湊坂 

杜の宮 

※中央駅前、湊坂は、一般寄

付にて協力。 

②赤い羽根共同募

金運動の促進 

 

〇１０月～１２月 

 

 

〇まつり新宮１１月３日 

そぴあしんぐう 

〇１０月より運動開始 

〇ガチャガチャ募金は町立

図書館へ常時設置 

〇まつり新宮にて赤い羽根

共同募金啓発ブースの出店。

おもてなし協会や企業の協

力のもと、協賛品の販売やガ

チャガチャを実施。その他、

ボランティア・福祉団体、新

宮中学校、新宮東中学校、新

宮小学校、新宮北小学校の協

力あり。 

能登半島地震募金 【街頭募金】 

〇１月２７日 

カインズ福岡新宮店 

ハローデイ新宮店 

【その他】 

〇募金箱の設置 

〇個人・団体からの募金 

〇街頭募金額（２店舗合計）

９６，５５８円  

新宮東中学校の協力あり 

〇その他募金額 

３７９，８０２円 

事務所窓口と終活セミナー

やチャリティボウリング大

会などイベント時に募金箱

の設置。その他、新宮高校や

地域サロン、町内法人からの

義援金もあり 

③福祉バザー 〇福祉バザーは昨年から赤 

い羽根共同募金の啓発活動 

に移行 

〇まつり新宮（そぴあ新宮会 

場）で赤い羽根共同募金啓発 

コーナーの出店 
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【社会福祉協議会の組織体制の強化】 

会議名 実施日・場所等 議案内容 

①理事会

及び評議

員会の充

実 

 

理事会 

〇６月２日 

福祉センター 

〇出席者 理事 ７人 

     監事 １人 

〇全議案 可決 

 

 

 

 

第１号議案  令和４年度社会福祉法人新宮町社会福祉

協議会事業報告について 

第２号議案 令和４年度社会福祉法人新宮町社会福祉

協議会一般会計資金収支決算について 

第３号議案 令和４年度社会福祉法人福岡県共同募金

会新宮町支会一般会計資金収支決算につ

いて 

 ※監査報告 

第４号議案 理事・監事候補者の推薦について 

第５号議案 評議員候補者の推薦について 

第６号議案 評議員選任・解任委員会の開催について 

第７号議案 定時評議員会の開催について 

報告 １号 令和４年度下半期社会福祉法人新宮町社

会福祉協議会会長の職務執行状況の報告

について 

〇６月１６日 

福祉センター 

〇出席者 理事 ９人 

     監事 ２人 

〇全議案 可決 

※委嘱状交付 

第８号議案 社会福祉法人新宮町社会福祉協議会会長 

副会長の選定について 

〇７月２８日 

〇文書決議により可決 

 

 

第９号議案 理事候補者の推薦について 

第１０号議案 評議員候補者の推薦について 

第１１号議案 決議の省略の方法による評議員会の招 

集について 

第１２号議案 決議の省略の方法による評議員選任・解

任委員会の招集について 

〇１０月１２日 第１３号議案 令和５年度社会福祉法人新宮町社会福

④チャリティボウ

リング大会 

〇１１月１６日 

〇２月５日 

〇２月９日 

新宮 Jボウル 

 

 

〇２月２６日 

〇第１回実行委員会 

〇第２回実行委員会 

〇チャリティボウリング大

会 

〇申込人数  １５０人 

ゲーム参加人数 ９９人 

〇第３回実行委員会 
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福祉センター 

〇出席者 理事 ９人 

     監事 ２人 

〇全議案 可決 

祉協議会一般会計資金収支第１次補正

予算について 

第１４号議案  評議員会の開催について 

報告 ２ 号 令和５年度上半期社会福祉法人新宮町 

社会福祉協議会会長の職務執行状況の 

報告について 

〇１月２９日 

〇文書決議により可決 

第１５号議案 令和５年度社会福祉法人新宮町社会福

祉協議会一般会計資金収支第２次補正

予算について 

第１６号議案 決議の省略の方法による評議員会の招

集について 

〇３月８日 

福祉センター 

〇出席者 理事１０人 

     監事 ２人 

〇全議案 可決 

第１７号議案 社会福祉法人新宮町社会福祉協議会経 

理規程の改正について 

第１８号議案 役員等賠償責任保障保険の加入につい 

   て 

第１９号議案 令和６年度社会福祉法人新宮町社会福 

祉協議会事業計画について 

第２０号議案 令和６年度社会福祉法人新宮町社会福 

祉協議会当初資金収支予算について 

第２１号議案 令和６年度福岡県共同募金会新宮町支 

会当初資金収支予算について 

第２２号議案 社会福祉法人新宮町社会福祉協議会評 

議員会の開催について 

評議員会 

 

〇６月１６日 

福祉センター 

〇出席者 評議員１３人 

     理事  ２人 

監事  ２人 

〇全議案 可決 

第１号議案 令和４年度社会福祉法人新宮町社会福祉

協議会事業報告について 

第２号議案 令和４年度社会福祉法人新宮町社会福祉

協議会一般会計資金収支決算について 

※監査報告 

第３号議案 理事の選任について 

第４号議案 理事の選任について 

第５号議案 理事の選任について 

第６号議案 理事の選任について 

第７号議案 理事の選任について 

第８号議案 理事の選任について 

第９号議案 理事の選任について    

第１０号議案 理事の選任について 
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第１１号議案 理事の選任について 

第１２号議案 監事の選任について 

第１３号議案 監事の選任について 

報告１号 令和４年度下半期社会福祉法人新宮町社会 

福祉協議会会長の職務執行状況の報告につ

いて 

〇８月１０日 

〇文書決議により可決 

第１４号議案 理事の選任について 

 

〇１０月３０日 

福祉センター 

〇出席者 評議員１２人 

     理事  １人 

〇全議案 可決 

第１５号議案 令和５年度社会福祉法人新宮町社会福 

祉協議会一般会計資金収支第１次補正 

予算について 

報告 ２ 号 令和５度上半期社会福祉法人新宮町社 

会福祉協議会会長の職務執行状況の報 

告について 

〇２月２０日 

〇文書決議により可決 

第１６号議案 令和５年度社会福祉法人新宮町社会福 

祉協議会一般会計資金収支第２次補正 

予算について理事の選任について 

〇３月２５日 

福祉センター 

〇出席者 評議員１０人 

     理事  ２人 

〇全議案 可決 

第１７号議案 社会福祉法人新宮町社会福祉協議会経 

理規程の改正について 

第１８号議案 令和６年度社会福祉法人新宮町社会福 

祉協議会事業計画について 

第１９号議案 令和６年度社会福祉法人新宮町社会福 

祉協議会当初資金収支予算について 

監査 〇５月２２日 

福祉センター 

〇出席者 理事２人 

     監事２人 

令和４年度事業報告並びに資金収支決算等について 

令和４年度共同募金新宮町支会資金収支決算について 

 

〇１１月２０日 

福祉センター 

〇出席者 理事２人 

     監事２人 

令和５年度（４月～９月前期分）一般会計における諸帳

票等の監査 

選考委員会 〇４月２０日 

福祉センター 

〇出席者 委員５人 

理事（学識経験者）及び監事候補者の選考 

〇５月 ９日 

福祉センター 

最終候補者の確認 

５月１７日 委員長から会長へ報告 
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〇出席者 委員５人 

評議員選

任・解任

委員会 

〇６月 ２日 

福祉センター 

〇出席者 委員５人 

     理事１人 

第１号議案 評議員の選任について 

第２号議案 評議員の選任について 

第３号議案 評議員の選任について 

第４号議案 評議員の選任について 

〇８月１０日 

〇文書決議により可決 

第５号議案 評議員の選任について 

苦情解決

委員会 

〇３月１８日 

福祉センター 

〇出席者 委員２人 

     理事１人 

苦情相談状況等の報告 １件（駐車場に関する件） 

報告に関する質疑応答、第三者委員による指導・助言 

②職員の

研修会及

び勉強会

の実施と

質の向上 

〇１０月１２日 

福祉センター 

〇出席者 役職員１４人 

評議員 ６人 

〇テーマ「福祉業務における改正個人情報保護法 

について」 

〇講師 岩城法律事務所弁護士 岩城和代氏 

〇１０月２３日 

クローバープラザ 

〇出席者 役職員１１人 

令和５年度福岡県社会福祉大会 

〇テーマ「複雑・多様化する社会に応えるために

～つながりの大切さ」 

〇講師 同志社大学社会学部教授 永田 祐氏 

〇２月３日 

シーオーレ新宮 

〇出席者 役職員１２人 

〇テーマ「終活セミナー+ふくしの相談会」 

〇講師 終活パートナー九州代表 眞武純哉氏 

 

〇２月８日 

福祉センター 

〇出席者 役職員１６人 

〇テーマ「地域共生社会の実現に向けたこれから 

の事業展開のポイント」 

〇講師 福岡市社会福祉協議会 藤田博久氏 

③効率的

な組織運

営体制 

〇４月１日 〇職員１名の採用 

業務内容：法人業務 

 

④社協キ

ャラクタ

ーココロ

ちゃんの

活用 

〇通年 〇イラスト（HP、広報誌、チラシ等） 

〇ココロちゃんバッジ（わくわく福祉ボランティ

ア体験参加者へ配布・啓発） 

〇ウェットティッシュ（街頭啓発時配布） 

〇相談カードの配布（生理用品配布時同封） 

⑤ 計 画 の

推進・評価

体制づくり 

未実施  
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社会福祉法人 新宮町社会福祉協議会 

 

 

 

事業報告の付属明細書 

 

令和５年度事業報告には、「社会福祉法施行規則」第２条の２５第３項に規定

する付属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」は存在しない。 

 

 


